
妖怪ブーム （ＴＢＳラジオ 「日本全国８時です」 ２０１０．７．８） 

 

 夏になると、なぜか四谷怪談や化物屋敷が話題になりますが、最近は妖怪ブームの

ようです。 

 京極夏彦さんが１９９７年に発表した小説『嗤う伊右衛門』は第２５回泉鏡花賞、

「週刊文春ミステリーベストテン」では１９９７年の９位、宝島社が選ぶ「このミス

テリーがすごい！」では１９９８年の８位になり、２００４年には蜷川幸雄（ゆきお）

監督、唐沢明、小雪主演で映画になり、第１６回東京国際映画祭の特別招待作品とい

う具合です。 

 そして１９９９年から始まった『巷説百物語』シリーズは、漫画やテレビドラマに

なり、ついに２００３年発表の『後巷説（のちのこうせつ）百物語』は第１３０回直

木賞を受賞しました。 

 

 さらに人気があるのは「ゲゲゲの鬼太郎」で有名な漫画家の水木しげるさんの妖怪

で、出身地の鳥取県境港市の境港駅から「水木しげる記念館」までの８００ｍの商店

街は「水木しげるロード」と命名されて１３９体の妖怪の彫刻が置かれ、今年の４月

には米子空港は「米子鬼太郎空港」という愛称になり、境港市観光協会が発行してい

る『妖怪ガイドブック』（１００円）は昨年度だけで１０万部が売れるというベストセ

ラーになっています。 

 そして夫人の武良布枝（むらぬのえ）さんの自伝『ゲゲゲの女房：人生は終わりよ

ければ、すべてよし！！』（２００８）をもとにして、今年３月からＮＨＫ連続テレビ

小説「ゲゲゲの女房」が放送されるという人気です。 

 また今年２月には、「第１回境港妖怪シンポジウム」も開催され、人口３万５０００

人の日本海に面した小都市は、妖怪に乗っ取られたという状態です。 

 その結果、１９９３年には２３体ではじまった「水木しげるロード」の年間観光客

数は１９９４年には２８万人でしたが、銅像が１３９体になるとともに増え、２００

９年には１５７万人と５・６倍になり、この５月には１ヶ月の最高記録３６万６３４

４人を達成しました。 

 

 この妖怪は最近出現したわけではなく、世界各地に古くから存在しています。 

 例えば日本では、『古事記』や『日本書紀』に登場する「ヤマタノオロチ」は妖怪と

言っていいし、『日本書紀』に「大きい星が東の空から西の空に向かって流れ、雷のよ

うな音をたてた。唐からきた旻僧（びんのほうし）があれは流れ星ではなく、天狗と

いうものだ」と言ったという記述もあります。 

 

 しかし、多数の妖怪が登場するのは平安時代初期（一説に８２２年）に書かれた日

本最古の説話集『日本霊異記』です。 

 これは正式の書名『日本現報善悪霊異記』という名前が示すように、善にも悪にも



必ず報いがあり、それは現世だけではなく、来世や地獄で受けるものであるという仏

教の教えを説く１１６話が収められています。 

 ここには鬼や化物狐が登場しています。 

 その後も『大鏡』『宇津保物語』『今昔物語』などには、鬼、天狗などが頻繁に登場

しますが、広く一般に広まるようになったのは江戸時代で、浮世絵師などが妖怪を絵

にして広め、歌舞伎が芝居で広めたことが影響しています。 

 京極夏彦さんの『嗤う伊右衛門』は四代目鶴屋南北の有名な歌舞伎の『東海道四谷

怪談』を下敷きにした内容ですし、『巷説百物語』は江戸時代の『諸国百物語』（１６

７７）、『御伽百物語』（１７０６）、『太平百物語』（１７３２）などを参考にしていま

す。 

 

 それでは妖怪が流行するのは何故かということですが、これを明治時代に大学で講

義をした学者が居るのです。 

 現在の東洋大学の前身は、明治１８年に東京大学文学部哲学科を卒業した井上円了

という学者が明治２０年に創設した「私立哲学館」です。 

 この私立哲学館での授業の最初の科目表が残っていますが、そこには「地理学」「心

理学」「政治学」「経済学」などと並んで「妖怪学」が共通科目として記載されており、

授業は井上館長自身でおこなっていました。 

 この講義録は全６巻の『妖怪学全集』として現在でも入手可能ですが、目次を見る

と「妖怪百談」「霊魂不滅論」「天狗論」「おばけの正体」などの項目があります。そし

て学校での講義だけではなく、全国を講演して回ったそうです。 

 なぜ東京大学を卒業した哲学者が世間では「妖怪博士」といわれるほど真面目に講

義や講演をしたかという理由を推し量るには、井上円了による妖怪の分類が参考にな

ります。 

 科学では解明できない「真怪」、自然現象として発生する「仮怪」、人間心理によっ

て生ずる「誤怪」、人が創り出した「偽怪」と分け、迷信や誤解などと本当に不思議な

現象を見分けていくことが必要だと説いたということです。 

 すなわち、安易に怪談などを信じるのではなく、自分で考える哲学が必要だという

ことです。 

 

 ６月１２日の朝日新聞によると、最近は神社ブームで、２００２年には約８５００

万人であった正月三が日の神社仏閣への人出が今年は１億人近くに増え、同様に伊勢

神宮への年間の参拝者数も５３０万人くらいから８５０万人に飛躍しています。とり

わけ若者の増加が多いということです。 

 また霊力が宿るとされるパワースポット信じる人はアンケートに答えた人の３分

の１に及んでおり、その効果の期待は「金運」が一番です。 

 長引く不況で神頼みということを否定はできませんが、まさに井上円了が妖怪学の

講義をした目的である、自分で考え、自分で解決する努力もする必要があるというこ



とではないかと思います。 

 


